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表  題 MELSEC-Qシリーズ ロードセル入力ユニットにおけるエラーコード1からの復旧方法 

適用機種 Q61LD 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-Qシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

本テクニカルニュースでは，Q61LD＊1におけるエラーコード1からの復旧方法について説明します。 

 

＊1：下記のQ61LDが対象です。 

・製造情報：上5桁が12031以前（上5桁が12032以降は対象外） 

・製品情報：上5桁が11031（上5桁が12011以降は対象外） 

製造情報はユニット側面の定格銘板などで確認できます。製品情報はプログラミングツールのシス

テムモニタで確認できます。確認方法の詳細については，Q61LD形ロードセル入力ユニットユーザー

ズマニュアル（詳細編）SH-080820を参照願います。 
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1. エラーコード1の発生要因 

ユニットのハードウェアエラー「エラーコード1」は，誤設定または誤接続により，アナログ入力（ロード 

セル出力）が変換範囲を超えた場合，またはハードウェア故障の場合に発生します。 

 

No. エラーコード1の発生要因 具体例 

1 ユニットに過大なアナログ入力（ロードセル出力）が加わっている。 ロードセルの選定間違いをした。 

2 ユニット内部のゲインの設定が大きすぎる。 誤った静荷重設定値で自動較正を行った。 

3 入力（SIG＋端子，SIG－端子）がオープン状態になっている。 ケーブルが断線している。 

4 ハードウェアが故障している。 ― 

 

上表のNo.1およびNo.2で発生したエラーについては，静荷重設定値(Un\G50～Un\G54,Un\G56～ 

Un\G60,Un\G62～Un\G71)，静荷重較正値(Un\G80～Un\G87)をデフォルト値に戻すことで復旧できます。 

デフォルト値に戻した後，ロードセルの仕様や使用方法，結線，設定値などを確認した上で，再度静荷重設

定と静荷重較正を行ってください。 
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2. エラーコード1からの復旧方法 

(1) 設定手順 

設定手順を下記に示します。 
 

 

 

(2) 各手順の詳細 

(1)の設定手順(a)～(h)の詳細を下記に示します。 

 

(a) 電源OFF→ONまたはCPUリセットによる再起動 

エラーコード1は，エラークリア要求(YF)をONしても解除できません。解除するには，電源OFF→ON

またはCPUリセットを行ってください。 

 

(b) 静荷重モード切替要求(YA)のON 

起動後，変換許可／禁止設定(Un\G0)が変換禁止(1H)のまま，静荷重モード切替要求(YA)をONして

ください。（異常な静荷重設定値（Un\G50～Un\G54,Un\G56～Un\G60,Un\G62～Un\G71），静荷重較

正値(Un\G80～Un\G87)のまま，通常モードで変換許可／禁止設定(Un\G0)に変換許可(0H)が設定さ

れていると，エラーコード1が発生する可能性があります。） 

静荷重モードになると，下記の状態となります。 

・静荷重モード状態フラグ(XA)：ON 

・ユニットREADY(X0)：OFF 

・RUN LED：点滅 

 

(c) 静荷重方法設定(Un\G41)をユーザ設定(1H)に設定 

静荷重方法設定(Un\G41)をユーザ設定(1H)に設定することで，静荷重較正値(Un\G80～Un\G87)を直

接変更できるようになります。 

静荷重方法設定(Un\G41)に自動設定(0H)が設定されている状態では，静荷重較正値(Un\G80～

Un\G87)を直接変更できません。 
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(d) 静荷重設定値，静荷重較正値のデフォルト値書込み 

静荷重設定値(Un\G50～Un\G54,Un\G56～Un\G60,Un\G62～Un\G71)，静荷重較正値(Un\G80～Un\G87)

へ，デフォルト値を設定します。 

その際，下記の点に注意してください。 

・静荷重ZERO較正値(Un\G84,Un\G85)には，3.0mV/V_ZERO較正値(Un\G1622,Un\G1623)に格納 

されている値を書き込みます。 

・静荷重SPAN較正値(Un\G86,Un\G87)には，3.0mV/V_SPAN較正値(Un\G1624,Un\G1625)に格納 

されている値を書き込みます。 

 

(e) 静荷重設定(Un\G40)を書込み(1H)に設定 

静荷重設定(Un\G40)を書込み(1H)に設定します。 

 

(f) 静荷重設定要求(Y7)のOFF→ON→OFF 

静荷重設定要求(Y7)をOFF→ON→OFFします。 

この時点で静荷重設定値(Un\G50～Un\G54,Un\G56～Un\G60,Un\G62～Un\G71)，静荷重較正値

(Un\G80～Un\G87)の変更が有効になります。 

 

(g) 変換オーバの発生確認 

設定値の変更により，アナログ入力（ロードセル出力）が変換範囲を超えなくなったことを確認す

るため，変換許可／禁止設定(Un\G0)を変換許可(0H)に設定し，動作条件設定要求(Y9)をOFF→ON→

OFFします。(変換処理を開始します。) 

エラークリア要求(YF)をONし，入力信号異常検出フラグ(Un\G114)のb3が変換オーバ(1)になってい

ないか確認します。 

変換オーバとなる場合，エラー発生の原因は誤設定によるものではない可能性があります。 

ケーブルの断線や結線状態，入力端子（SIG＋，SIG－）間の電圧が15mVを大きく超えていないか確

認してください。 

 

(h) 静荷重モード切替要求(YA)のOFF 

静荷重モード切替要求(YA)をOFFして，通常モードに切り替えてください。 

通常モードになると，下記の状態となります。 

・静荷重モード状態フラグ(XA)：OFF 

・ユニットREADY(X0)：ON 

・RUN LED：点灯 

 

(3) 注意事項 

ロードセルの使い方や設定値に問題があると，本章に記載の手順でエラーコード1から復旧しても，設

定変更や静荷重較正後に再度エラーが発生することが考えられます。 

再度エラーコード1が発生する場合は，下記の内容を確認してください。 

・接続されているロードセルの仕様 

・静荷重設定値(Un\G50～Un\G54,Un\G56～Un\G60,Un\G62～Un\G71) 

・静荷重較正値(Un\G80～Un\G87) 

・静荷重較正の手順 

 



三菱シーケンサ テクニカルニュース No.FA-D-0085 4/4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


